
春期必修　中 2数学　　指導のポイント

【指導のねらい】
★正負の数の加法・減法・乗法・除法を確認し，正負の数の四則計算の手順を理解する。
★文字式の表し方を確認し，1次式の加法・減法，1次式と数の乗除の計算ができるようにする。
★数量の関係を等式や不等式で表すことができるようにする。

学習内容

＜事前確認＞
例題１
・同符号の 2数の和…絶対値の和に，
同じ符号をつける。
・異符号の 2数の和…絶対値の差に，
絶対値の大きい方の符号をつける。
・負の数の減法…ひく数の符号を変え
て加法にする。

例題２
・同符号の 2数の積（商）…絶対値の積
（商）に，正の符号をつける。
・異符号の 2数の積（商）…絶対値の積
（商）に，負の符号をつける。
・指数…その数をかけ合わせた回数を
表す。

例題３
・計算の順序
　① かっこがあるときは，かっこの中
を先に計算する。

　② 累乗のある式では，累乗を先に計
算する。

　③ 加減と乗除の混じっているときは，
乗除を先に計算する。

例題４
・文字式のきまり
　①乗法の記号×をはぶく。
　② 文字と数との積では，数を文字の
前に書く。

　③文字はアルファベット順に書く。
　④同じ文字の積は指数を使って書く。
　⑤ 除法の記号÷は使わず，分数の形
で書く。

例題５
・文字の部分が同じ項は，係数の計算
をして，それらをまとめる。
・1次式の減法は，ひく式の各項の符
号を変えて加法になおす。

例題６
・m（a＋ b）＝ma＋mb
・（a＋ b）÷m＝ a＋ bm ＝ am＋

b
m

　または，
　（a＋ b）÷m＝（a＋ b）× 1m＝

a
m＋

b
m

例題７
・等式…等号を使って，2つの数量が
等しい関係を表した式
・不等式…不等号を使って，2つの数
量の大小関係を表した式

学習内容・補足事項など

例題１　正負の数の加法・減法 理解 　⇒仕上げ１
▷　次の計算をしなさい。
⑴　（－ 3）＋（＋ 5）
＝＋（5－ 3）
＝＋ 2
＝ 2

⑵　10 －（－ 4）
＝ 10 ＋（＋ 4）
＝＋ 14
＝ 14

例題２　正負の数の乗法・除法 理解 　⇒仕上げ２
▷　次の計算をしなさい。
⑴　（－ 3）×（－ 8）
＝＋（3× 8）
＝ 24

⑵　49 ÷（－ 7）
＝－（49 ÷ 7）
＝－ 7

　⑶　－ 6²
　　＝－（6× 6）
　　＝－ 36

例題３　正負の数の四則計算 理解 　⇒仕上げ３
▷　次の計算をしなさい。
　⑴　－ 2＋（－ 3）×（－ 5）
　　＝－ 2＋（＋ 15）
　　＝ 13
　⑵　（－ 48）÷ 8＋（－ 2）²
　　＝－ 6＋ 4
　　＝－ 2

例題４　文字式の表し方 暗記 　⇒仕上げ４
▷　次の式を，文字式の表し方にしたがって表しなさい。
　⑵　x× y× 7
　　＝ 7xy
　⑶　b× b× a
　　＝ ab²
　⑷　a＋ 3÷ b
　　＝ a＋ 3b

例題５　１次式の加法・減法 理解 　⇒仕上げ５
▷　次の計算をしなさい。
　　（3x ＋ 2）＋（7x ＋ 4）
　＝ 3x ＋ 2 ＋ 7x ＋ 4
　＝（3＋ 7）x ＋（2＋ 4）
　＝ 10x ＋ 6

例題６　１次式と数の乗除 理解 　⇒仕上げ６
▷　次の計算をしなさい。
　⑴　2（x ＋ 3）
　　＝ 2× x ＋ 2 × 3
　　＝ 2x ＋ 6
　⑷　6（2m－ 4）－ 2（2m－ 2）
　　＝ 12m－ 24 － 4m＋ 4
　　＝ 8m－ 20

例題７　関係を表す式　⇒仕上げ７
▷　次の数量の関係を，等式か不等式で表しなさい。
　⑴　1本 a円の鉛筆を 8本買って 1000 円札を出すと，おつりは b円だった。
　　鉛筆の代金は，a× 8＝ 8a（円）　　1000 －（鉛筆の代金）＝（おつり）
　　よって，1000 － 8a ＝ b
　⑵　x mのテープから 4 m切り取ると，残りの長さは 1 mより長い。
　　残りのテープの長さは，x－ 4（m）　　これは 1 mより長いので，x－ 4＞ 1

異符号の和異符号の和 減法を加法になおす減法を加法になおす

同符号の積→＋同符号の積→＋ 異符号の商→－異符号の商→－

かっこの中に符号が含まれているかいないかで，
計算結果が異なるので注意する。
（－ 3）² ＝＋ 9　　　－ 3² ＝－ 9

かっこの中に符号が含まれているかいないかで，
計算結果が異なるので注意する。
（－ 3）² ＝＋ 9　　　－ 3² ＝－ 9

異符号の和
同符号の積
異符号の和
同符号の積

異符号の商と累乗
異符号の和
異符号の商と累乗
異符号の和

数字は文字の前数字は文字の前

文字はアルファベット順，同じ文字は累乗の形文字はアルファベット順，同じ文字は累乗の形

除法は分数の形にする除法は分数の形にする

かっこをはずす
文字が同じ項どうし，数字どうしをまとめる
かっこをはずす
文字が同じ項どうし，数字どうしをまとめる

分配法則分配法則

文字が同じ項どうし，数字どうしをまとめる
分配法則（符号に注意）
文字が同じ項どうし，数字どうしをまとめる
分配法則（符号に注意）

1 正負の数・文字と式
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春期必修　中 2数学　　指導のポイント

【指導のねらい】
★等式の性質を用いて 1次方程式の解き方を理解する。
★かっこのある 1次方程式や係数に小数・分数をふくむ 1次方程式，比例式を解けるようにする。
★ 1次方程式の立て方を理解し，文章題の解を求めることができるようにする。

学習内容

＜事前確認＞
例題１
・等式の性質…A＝ Bのとき以下の
ことが成り立つ。
　①B＝A
　②A＋ C＝ B＋ C
　③A－ C＝ B－ C
　④AC＝ BC

　⑤AC ＝
B
C

・移項…項を，符号を変えて他方の辺
に移すこと。

例題２
・かっこをふくむ…分配法則を用いて
かっこをはずす。

例題３
・係数が小数…両辺を 10 倍，100 倍
…して係数を整数になおす。

例題４
・係数が分数…分母の最小公倍数を両
辺にかけて，分母をはらう。

例題５
・比の値… a：b→比の値は ab
・比例式…等しい比を等号で結んだ式。
　a：b＝ c：dならば，ad ＝ bc

a：b ＝ c：d

ad ＝ bc
内項

外項

例題６
・文章題を解く手順
　①求めたいものを xとする。
　② xを使った方程式をたてる。
　③方程式を解く。
　④ 方程式の解が問題に合っているか
を確かめる。

例題７
〈速さの関係〉
・（道のり）＝（速さ）×（時間）

・（時間）＝（道のり）（速さ）
・（速さ）＝（道のり）（時間）

学習内容・補足事項など

例題１　１次方程式の解き方 理解 　⇒仕上げ１
▷　次の方程式を解きなさい。
　　3x － 2 ＝ 5x ＋ 3
		  3x － 5x ＝ 3 ＋ 2
		  － 2x ＝ 5
		  x ＝－ 52

例題２　かっこをふくむ１次方程式 理解 　⇒仕上げ２
▷　次の方程式を解きなさい。
　　x＋ 3（x ＋ 1）＝－ 5
		  x ＋ 3x ＋ 3 ＝－ 5
		  x ＋ 3x ＝－ 5－ 3
		  4x ＝－ 8
		  x ＝－ 2

例題３　係数に小数をふくむ１次方程式 理解 　⇒仕上げ３
▷　次の方程式を解きなさい。
　　1.2x － 3 ＝ 1.8 － 0.4x
		  12x － 30 ＝ 18 － 4x
		  12x ＋ 4x ＝ 18 ＋ 30
		  16x ＝ 48
		  x ＝ 3

例題４　係数に分数をふくむ１次方程式 理解 　⇒仕上げ４

▷　次の方程式を解きなさい。

	 　　 5x － 16 ＝ 3x ＋ 12
		 5x － 16 × 6 ＝ 3x ＋ 12 × 6
		  5x － 1 ＝ 3（3x ＋ 1）
		  5x － 1 ＝ 9x ＋ 3
		  － 4x ＝ 4
		  x ＝－ 1

例題５　比例式 理解 　⇒仕上げ５
▷　次の比例式を解きなさい。
　　x：6＝ 1：4
		  x × 4 ＝ 6 × 1
		  4x ＝ 6
		  x ＝ 32

例題６　１次方程式の利用　個数・代金　⇒仕上げ６
▷　200 円のかごに 15 個のりんごを入れて買うと，代金の合計は 2900 円だった。りんごは 1
個何円か。
　（かごの代金）＋（りんごの代金）＝（代金の合計）
　りんご 1個の値段を x円とすると，200 ＋ 15x ＝ 2900
　これを解くと，15x ＝ 2700　　x ＝ 180
　よって，りんごは 1個 180 円。

例題７　１次方程式の利用　速さ　⇒仕上げ７
▷　家を出発した妹は，分速 60 mで歩いている。妹が家を出発してから 5分後に，兄が家を
出発し，同じ道を分速 80 mで歩いて，妹を追いかける。兄が妹に追いつくのは，兄が家を
出発してから何分後か。
　兄が妹に追いついたとき，次の関係がある。
　（妹が歩いた道のり）＝（兄が歩いた道のり）
　兄が家を出発してからx分後に追いつくとすると，
　60（x ＋ 5）＝ 80x　　－ 20x ＝－ 300　　x=15
　よって，兄が妹に追いつくのは，兄が家を出発してから 15 分後。

－ 2，5x を移項－ 2，5x を移項

両辺を－ 2でわる両辺を－ 2でわる

＋ 3を移項
分配法則でかっこをはずす
＋ 3を移項
分配法則でかっこをはずす

両辺を 4でわる両辺を 4でわる

両辺に 10 をかけて係数を整数にする
※両辺のすべての項に 10 をかける
両辺に 10 をかけて係数を整数にする
※両辺のすべての項に 10 をかける

両辺に分母の最小公倍数の 6をかける両辺に分母の最小公倍数の 6をかける

a：b＝ c：dならば ad ＝ bca：b ＝ c：dならば ad ＝ bc

兄が妹に追いついたとき
妹 兄

歩いた時間（分） x＋ 5 x
歩いた道のり（m） 60（x ＋ 5） 80x

兄が妹に追いついたとき
妹 兄

歩いた時間（分） x＋ 5 x
歩いた道のり（m） 60（x ＋ 5） 80x

2 １次方程式
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春期必修　中 2数学　　指導のポイント

【指導のねらい】
★垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図方法を理解する。
★おうぎ形の弧の長さや面積の求め方を覚える。
★角柱，円柱，角錐，円錐，球や回転体の表面積や体積を求めることができるようにする。

はじめに

＜事前確認＞
例題１
・垂直二等分線…線分の中点を通り，
その線分に垂直な直線。
・角の二等分線… 1つの角を 2等分す
る半直線。
・垂線…ある点を通り，あたえられた
直線に垂直に交わる直線。

例題２

S
a°

ℓ

r
・半径 r，中心角 a°のおうぎ形の弧の
長さをℓ，面積を Sとすると，

　ℓ＝ 2πr × a
360

　S＝πr² × a
360

例題３
・角柱，円柱の表面積
　＝（側面積）＋（底面積）× 2
・角柱，円柱の体積
　＝（底面積）×（高さ）

例題４
・角錐，円錐の表面積
　＝（側面積）＋（底面積）
・角錐，円錐の体積

　＝ 13 ×（底面積）×（高さ）

例題５
・半径 rの球の表面積を S，体積をV
とすると，
　S＝ 4πr²

　V＝ 43 πr³

例題６
・長方形や直角三角形を 1回転させる
と，円柱や円錐ができる。

学習内容・補足事項など

例題１　基本の作図　⇒仕上げ１
▷　右の図で，点 Pを通り，直線ℓに垂直
な直線を作図しなさい。
　垂線の作図の手順は以下の通りである。
　① 　点 Pを中心に，ℓと2点で交わるよう
な弧をかく。（2つの交点をA，Bとする）

　② 　2 点 A，B のそれぞれを中心に，点
P の真下辺りに半径が同じ円を 2 つか
き，交わらせる。

　③　点 Pと②でできた交点を結ぶ。

例題２　おうぎ形の弧の長さと面積 暗記 　⇒仕上げ２
▷　次の問いに答えなさい。
　⑴　半径 10 cm，中心角 72°のおうぎ形の弧の長さを求めよ。
　　半径 r，中心角 a°のおうぎ形の弧の長さをℓとすると，ℓ＝ 2πr × a

360 だから，

　　2π× 10 × 72360 ＝ 4π（cm）
　⑵　半径 6 cm，中心角 120°のおうぎ形の面積を求めよ。
　　半径 r，中心角を a°のおうぎ形の面積を Sとすると，S＝πr² × a

360 だから，

　　S＝π× 6² × 120360 ＝ 12π（cm²）

例題３　角柱・円柱の表面積と体積 暗記 　⇒仕上げ３
▷　右の図のような円柱について，次の問いに答えなさい。
　⑴　表面積を求めよ。
　　底面積＝ 4² ×π＝ 16π（cm²）
　　側面の横の長さは，底面の円周の長さに等しいので，
　　側面積＝ 8π× 10 ＝ 80π（cm²）
　　表面積＝ 80π＋16π×2＝ 112π（cm²）
　⑵　体積を求めよ。
　　π× 4² × 10 ＝ 160 π（cm³）

例題４　角錐・円錐の表面積と体積　⇒仕上げ４
▷　右の図 1のような円錐について，次の問いに答えなさい。
　⑴　表面積を求めよ。
　　底面積＝π× 3² ＝ 9π（cm²）
　　右の図 2は，この円錐の展開図である。
　　側面の中心角を a°とする。おうぎ形の
弧の長さと底面の円周の長さは等しいから，
　　2π× 5× a

360 ＝ 2π× 3　　a＝ 216（°）
　　側面積＝π× 5² × 216360 ＝ 15π（cm²）
　　表面積＝ 9π＋ 15π＝ 24π（cm²）
　⑵　体積を求めよ。
　　 13 ×π× 3² × 4 ＝ 12 π（cm³）

例題５　球の表面積・体積 暗記 　⇒仕上げ５
▷　右の図のような球について，次の問いに答えなさい。
　⑴　表面積を求めよ。
　　4×π× 2² ＝ 16π（cm²）
　⑵　体積を求めよ。
　　 43 ×π× 2³ ＝

32
3 π（cm³）

例題６　回転体 理解 　⇒仕上げ６
▷　右の長方形ABCDを，直線ABを軸として，1回転させてできる立体に
ついて，次の問いに答えなさい。
　⑴　立体の名前を答えよ。
　　右の図のような，円柱ができる。
　⑵　体積を求めよ。
　π× 4² × 7 ＝ 112 π（cm³）

ℓ

P （答）

ℓ

P

A B
ℓ

P （答）

ℓ

P

A B

10cm

8cm

10cm

8cm

図 1 図 2

3cm

5cm
4cm

a°
側面

底面
等しい

5cm

3cm

図 1 図 2

3cm

5cm
4cm

a°
側面

底面
等しい

5cm

3cm

2cm2cm

A

B

D

C

7cm

4cm

A

B

D

C

7cm

4cm

A

B

D

C
4cm

7cm

A

B

D

C
4cm

7cm

3 平面図形・空間図形
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春期必修　中 2数学　　指導のポイント

【指導のねらい】
★比例，反比例の関係を理解し，比例や反比例を式で表せるようにする。
★比例や反比例のグラフがかけ，グラフから比例や反比例の式を求めることができるようにする。
★代表値（平均値，中央値，最頻値）や近似値と有効数字の意味を理解する。

はじめに

＜事前確認＞
例題１
・yは x に比例する
　… y＝ ax（a は比例定数）

例題２
・比例のグラフ
　①直線
　②原点を通る
　③ a＞ 0のとき右上がり
　　 a＜ 0のとき右下がり

例題３
・yは x に反比例する
　… y＝ ax（a は比例定数）

例題４
・反比例のグラフの形…双曲線
　特徴…座標軸と交わらない

O

y

x

a＞0 のとき

O

y

x

a＜0 のとき

例題５
・代表値…資料の傾向や特徴を表す 1
つの値。
・平均値＝（階級値×度数）の総和度数の合計
・中央値（メジアン）…資料をその大き
さの順に並べたときの中央の値。
・最頻値（モード）…資料の中で最も多
く出てくる値。度数分布表では，度
数が最も多い階級の階級値を最頻値
とする。
・相対度数＝ 各階級の度数度数の合計

例題６
・近似値…真の値に近い値。測定値や
円周率 3.14 などのことである。
・誤差＝近似値－真の値
・有効数字…近似値のうち，信頼でき
る数字。

学習内容・補足事項など

例題１　比例 暗記 　⇒仕上げ１
▷　yは x に比例し，x＝ 2のとき y＝ 10 である。yを x の式で表せ。
　yが x に比例するとき，y＝ ax（a は比例定数）と表せる。
　この式に，x＝ 2，y＝ 10 を代入すると，10 ＝ a × 2　　a＝ 5
　これより，求める式は，y＝ 5x

例題２　比例のグラフ 理解 　⇒仕上げ２
▷　右の①，②のグラフの式を求めなさい。
　原点を通る直線なので，式は y＝ ax と表される。

　①　（1，2）を通るから，2＝ a× 1　　a＝ 2

　　よって，y＝ 2x

　②　（3，－ 2）を通るから，－ 2＝ a× 3　　a＝－ 23
　　よって，y＝－ 23 x

例題３　反比例 暗記 　⇒仕上げ３
▷　yは x に反比例し，x＝ 2のとき y＝ 6である。yを x の式で表せ。

　yが x に反比例するとき，y＝ ax（a は比例定数）と表せる。

　この式に，x＝ 2，y＝ 6を代入すると，6＝ a2 　　
a
2 ＝ 6　　a＝ 12

　これより，求める式は，y＝ 12x

例題４　反比例のグラフ 理解 　⇒仕上げ４
▷　右の①，②のグラフの式を求めよ。
　反比例のグラフで，式は y＝ ax と表される。

　①　（2，2）を通るから，2＝ a2 　　a＝ 4

　　よって，y＝ 4x
　②　（3，－ 4）を通るから，－ 4＝ a3 　　a＝－ 12

　　よって，y＝－ 12x

例題５　資料の活用 暗記 　⇒仕上げ５
▷　右の表は，生徒 25 人が 1ヶ月に図書室で借り
た本の冊数を度数分布表にまとめたものである。
次の問いに答えなさい。
　⑴　階級の幅を求めよ。
　　5冊ずつで区切ってあるので，階級の幅は 5冊。
　⑵　5冊以上 10 冊未満の階級の度数を求めよ。
　　25－（2＋ 6＋ 6＋ 2）＝ 25－ 16＝ 9（人）
　⑶　20冊以上 25冊未満の階級の相対度数を求めよ。

　　 225 ＝ 0.08

　⑷　右の表から，階級値を用いて平均値を求めよ。

　　表より， 297.525 ＝ 11.9（冊）

例題 6　近似値と有効数字 暗記 　⇒仕上げ６
▷　ある 2地点間の距離をはかり，100 m未満を四捨五入して，測定値 62900 mを得た。次
の問いに答えなさい。
　⑴　この測定値の有効数字を答えよ。
　　有効数字は，6，2，9
　⑵　62900 mを，（整数部分が 1けたの数）×（10 の累乗）の形で表せ。
　　62900 ＝ 6.29 × 10⁴（m）
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階級（冊）階級値（冊）度数（人） 階級値×度数
以上　未満
0～ 5 2.5 2 5
	 5 ～ 10 7.5 67.5
10 ～ 15 12.5 6 75
15 ～ 20 17.5 6 105
20 ～ 25 22.5 2 45
計 25 297.5
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